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平鰄4年工頗r卵付けで行われ淀審査請求につ施行錘不服篝査涛(昭和師年法律ﾛ ｡ ⑤ ｡ ■ ザ d

第１6０号６..).W40条第３項め規定に蘂吠次ゐと奉り裁決う尋るず、、…“…
． ： ・ ・ ・ 主 … ・ 文 ． 、坪雲塑簔苧"｡付け軍審=識=苫行言た生癖止蝿二℃

． 、
．．：

“ ： ． ： ． ・ ， 事 亀 ． ． ： ・ 実 ： ：。 ① ｡ ●

・ ：‘(以下拠分庁』という･順･審査請求人は下儲求人j:どいう｡):に対じ､生．：、
活保護法(昭和２５年法律第１４襲号．:以下"｢淘:とい:う｡::w)."."条第３項の規定に基づき平‘ ： 。 ． 。 。 ． ：．：．．
成24年哩月”日付けで生活保護廃止処分(以下:暗処分jというj)を行つだ6'･.''
：請求人隣原処分を不服として、同年1.2月１．１日．､.北海道知事に審査請求を行った6:・．，；

･ ： 請 : 求 一 の 妻 曽 ・ ．
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請求入は《･原処分の取消し言求あて〈次のとおり主張しているものと解される。；…● ■ ｡ Q ､ .
e . ｡ 。 ：．．．．．

-請求人の⑧(以ア密という錐）のｱ〃W.ﾄの収入を申告しぐていたが､豫働時調を
誤ったため.収入の一部を報告していなかったことを理由に保護を廃止するのは､機械的で認め
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オ笙活保謹法による総ゐ実施要領の取扱いについて(昭和38年４月順社保第３４号
厚生省捲局朧課長通知)第血の師は､雑議赦書睡る法第”条の指韓
示に従わ柵場査に蓋けち保謹の変真#儲文彦廃止の適用にづいて堪準を定めており、:i次のいずれかに該当まる場合には保護を廃止することとしている淡雪該被保護者の状況
f勘瀧効果が雛される;ときは､当該処分を稀に先立ち<再度法第加条による揖
蕊識文書で行誰とどざ洲脇:糊職,年以内において当該指雲窄罎反‘う|霞かI弓文書に漢る指導聯に対する違反、

。 ① ■ .

§：：立入調査拒否若じくほ検診命令違反があったとき６ ．．．.；(ｲ)怯蘂78条により識徴収の鍔と:なる:べき篝について以後改める垂う指雲指宗し
たに””ら手､､鋤に獅榊づたとき。：
：（亦織ゐ停止差行うことによって蝉誇指雲指示に従わせることが誉し<困難であるど

条第3項の処分を行うに差立芦雛《桜第27条により書面に蕊指導指示を行うどさ

Ｊ ，
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ノ

孔元いぢとご鼠請求人ぱ１

一一一一====醒認塗られることから､請求人に対する繕揖示の効果が期待される識はあ雄といえふそうずる蚤ﾐ再廃法第２
姉条に剛書面による指導指示を行うことなく《庫処分を柿たことは､請求人に対し過
重な処分を課じだものであり､原処分は違輝は不当であるといえる｡ ：、

イ:主起原鋤{こ係る逼知書には､‘その処分理由とじて峨第62条3により廃止す
る｡」どのみ記載されており､他に処分理由が示された事実は認められない”
原処分が不利益処分であることを踏まえる:と､原処分の通知書に付記すべき理由として
は､:行政手続法(平成5年法律第88割第14条第１項の規定により､いかなる事実関
係に基づぎいかなる法規を適用して礎琶澆正したかを請求人においてその記載自体か
ら了肌うるものでなければならないとごろ､本件にあっては､法第62条第３項瘻該当‘すると付記するゐみで､いかなる事実関係を認定して判断したかについて具体的な記載が

． ． ． ： ． ・ ・’なく、請求入は当該規定の適用の基礎となった事実関係を当然には知り得ないこどから､、
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